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福岡金融・経済記者クラブ 各位 

一般社団法人 九州経済連合会 

 

地域ブロック単位では全国初 

九経連「九州・沖縄・山口ＥＳＧ投融資方針」の策定 

 

 

九州経済連合会は、「九州・沖縄・山口 ＥＳＧ投融資方針」を策定いたしました。 

 この投融資方針は、ＳＤＧsやパリ協定などの国際目標や、我が国のＥＳＧ関連政策

との整合性に留意しつつ、当地域の豊かな自然やクリーンエネルギーの強みなど地域

特性や産業特性を重視しながら、「九州らしい投融資方針をつくる」というコンセンサ

スのもと、１２の地域金融機関が糾合し取りまとめたものです。 

本方針に基づき、当地の地域金融機関はもとより、企業・自治体・大学など全てのス

テークホルダーの行動変容を促し、地域経済の成長加速、脱炭素の取組加速、地域社

会のレジリエンス強化など、インパクトの創出を期待するものです。 

 

 

 〈九州・沖縄・山口ＥＳＧ投融資方針〉 

定義 
環境貢献度や社会貢献度の高い成長分野に、地域金融機関の投融資をはじ

め、民間設備投資や公共投資を誘導する戦略。 

目的 

投融資の力で、経済・環境・社会の３価値を統合的に高めることで、経済

成長と同時に、2050年カーボンニュートラル社会の実現や、生物多様性保

全、地域社会の維持向上など、サステナブルな地域づくりの推進。 

今後の 

展開 

行政等との官民連携のプラットフォームを構築するなどにより体制を強

化し、具体的プロジェクトを推進します。 

 

 

 九経連では、「九州将来ビジョン２０３０」に掲げたありたい姿の実現に向け、九州

から日本を動かす新たな価値の創出に取り組んでまいります。 

 

以上 

 

【本件に関するお問い合わせ先】産業振興部：久保（TEL：092-791-4278） 
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【別紙九州・沖縄・山口 ＥＳＧ投融資方針の概要】 

 

■実施体制  九州経済連合会 資源エネルギー・環境委員会 ＥＳＧ推進ＷＧ 

・委員長：九州電力㈱ 瓜生会長 

・座長 ：㈱日本政策投資銀行 設備投資研究所 

 竹ケ原エグゼクティブフェロー兼副所長 

       ・委員 ：九州・沖縄・山口の 12の地域金融機関の代表委員 

            ㈱福岡銀行、㈱西日本フィナンシャルホールディングス・

㈱西日本シティ銀行、㈱筑邦銀行、㈱佐賀銀行、㈱十八親和

銀行、㈱肥後銀行、㈱大分銀行、㈱宮崎銀行、㈱鹿児島銀行、

㈱琉球銀行、㈱おきなわフィナンシャルグループ・㈱沖縄

銀行、㈱山口フィナンシャルグループ・㈱山口銀行 

 

■概  要 

経済価値、環境価値、社会価値の重なりを意識し、領域ＤＦＧの拡大を図る際に重

視すべき３つの戦略（意図）に沿って、18の投融資方針を分類 

 

 ➤３つの投資戦略（意図） 

①領域ＤＦＧへの重点投資 

：インパクトの創出 

②領域Ａ→領域Ｄ、Ｆ、Ｇへの投資誘導 

：域内産業（投資先・融資先）のイノベーションの創出 

③領域Ｂ、Ｃ、Ｅ→領域Ｄ、Ｆ、Ｇへの移行 

：地域の社会貢献・環境保全活動への協力と「新しい市場」の創出 
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➤１８の投融資方針 

３つの意図 投融資方針 

（意図Ⅰ） 

インパクトの創

出 

投融資手法： 

 

領域 DFGへの 

重点投資 

 

①「3E＋S」を前提に、再エネ、水素、原子力などクリーンエネ

ルギー投資を支援します。 

②地域脱炭素に向けてカーボン・クレジットの創出・流通を支

援します。 

③30BY30等生物多様性保全やサーキュラー・エコノミー（省資

源化・廃棄物削減を目指す新商品開発等）に取り組む企業を支

援します。 

④九州・沖縄・山口の各自治体や企業が連携して取り組む社会

資本整備（PPP/PFI）やデジタル投資（DX投資）を支援します。 

⑤住宅投資や公共交通の維持など持続可能なまちづくりを支援

します。 

⑥九州・沖縄・山口の各自治体が取り組む防災減災事業、域内

企業が取り組む BCP策定（事業継続計画）を応援します。 

⑦医療介護福祉や教育投資を支援します。 

⑧人への投資（働き方改革、人材育成、ダイバーシティ＆イン

クルージョン、女性、高齢者、障がい者、専門人材、外国人等

の積極活用等）に取り組む企業を支援します。 

（意図Ⅱ） 

域内産業（投資

先・融資先）の

イノベーション

創出 

投融資手法： 

 

領域 A➡ 

領域 DFGへの 

投資誘導 

⑨SDGs経営や脱炭素経営など社会課題の解決と成長を同時追

及する企業を支援します。 

⑩持続可能な農林水産業（高温耐性品種の導入、持続可能な養

殖業等）や持続可能な観光業への転換を支援します。 

⑪地域経済を支える製造業サプライチェーンの強靭化・脱炭素

化を支援します。 

⑫CO2多排出産業のトランジョンや革新的イノベーションを支

援します。 

⑬卸売業や地域商社など、域内の所得循環や雇用拡大に貢献す

る地域産業を支援します。 

⑭創業、事業承継、M＆A、事業再生、企業誘致を支援します。 

（意図Ⅲ） 

地域の社会貢

献・環境保全活

動への協力と

「新しい市場」

の創出 

投融資手法： 

 

領域 BCE➡ 

領域 DFGへの

移行支援 

⑮森林、海洋、水資源や温泉など地域の自然環境保全の取り組

みを応援します。 

⑯地域の社会貢献活動や地域コミュニティづくりを応援しま

す。 

⑰世界自然遺産、世界文化遺産、国立公園の保護と活用（ワー

ケーションやサイクルツーリズムの推進等）を応援します。 

（共通） ⑱九州・沖縄・山口の産学官金連携及び国内外との連携による

インパクト極大化を目指します（地域循環共生圏の構築を目指

します）。 


